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 講義はまず「酵素とは何なのか」ということから
展開していくが、「生命とは何か？」「ヒトを含め
て生物とは何か？」ということを考える思考基盤を
持ってほしいというのが、桐村教授が学生に身につ
けてもらいたいと願っていることである。 
 
 「例えば酵素について正確に説明できるでしょう
か？ 学生たちは、会話の中で何となく使えるかも
しれないが、何を持って酵素というのかというのを
まだ知らないのです。正確な説明には専門用語も必
要になります。専門用語は、難しくとっつきにくい
ものではあるけれども、実は物事を一番的確に表し
ている簡略な言葉でもあります。それを知ってもら
い、使えるようになってもらう、つまり専門的な世
界への橋渡しも私の講義の年間を通じての目標で
す」。 
 

 酵素工学の講義では毎回、身近なトピックスを解
説し、講義の本題に関する1枚程度の紙の資料を配
布して、板書で説明するという形式で行っている。
酵素化学や酵素工学に関するkey words（キーワー

ズ）を毎回5～10個取り上げ、それらの言葉を正確
に説明できることを目標に、板書などを利用しなが
ら解説していくというスタイルだ。パワーポイント
を使って説明すると綺麗で流れが良くなることも
あるが、情報量が多くなってしまう面もある。 
 
 そこで、「これだけは」という内容を板書し、学
生たちが自分で一連のノートを取るようにしてい
る。学生一人一人が手を動かしてノートを取ること
が、自分の頭で考えることにつながると桐村教授は
考えている。1回の板書内容は大学ノート3ページ程
度の量になるように調整している。 
 また、毎回ではないが可能なときは板書にメリハ
リをつける工夫を盛り込んでいる。例えば最終的に
5つの図になる説明をする場合、最初の2つの図を描
いた時点では2つ目の図が結論だと思う学生が多い
かもしれないが、その後の説明をすると、2番目です
ら途中過程だった、と思うようなものもあるという。 
 
 場合によっては、学生たちの反応に応じて板書の
パターンを変えるアレンジを加えたりすることも

板書の工夫などでメリハリをつけ、ノート作成を 
重視。化学の視点からの思考基盤構築が目標 

2017年度春学期ティーチングアワード受賞 
対象科目：酵素工学 

「知らないということを知る」 

 

桐村光太郎 
先進理工学部教授 

酵素工学は、応用科学科の学部3年生が履修する選択科目の1つであ
り、受講人数160名以上という大人数の講義である。化学の理解を
前提として、講義の前半では酵素の性質を学び、後半で酵素機能か
ら生命活動を理解させるとともに、産業利用や工業的利用などの
「ものづくりの実例」について触れている。 

板書の方法に工夫を凝らして 
学生の興味を引く 
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ある。例えば、本来5つめの図で結論が出るところを、
3つめの図で「結論を先に言います。こうなります！ 
こうなるように今から説明します」という具合に、
学生たちの興味を引くように講義を進める回もあ
るという。 
 
 大人数の授業であるが、講義中最初と中間に、〇
×または複数から正解を選ぶような、簡単な試問を
して挙手を促すことも多い。挙手することで学生が
周りを見たりするので、ちょっとしたリフレッシュ
にもなるという。 
 
 さらに、Coruse N@viを通じて予復習用の問題を
配信しているので、予習をしてくると授業の中で気
付きが深まるし、より学びを深めたい学生には、自
分で調べる機会にもなっている。学生たちからは
「予習と言われても何をすればよいかわからな
かったが、予習用の問題が役に立った」などの感想
が寄せられているそうだ。 
 ティーチングアワードの学生授業アンケートで、
授業運営の適切さの観点で高い評価を得ているこ
とからも、教授の数々の工夫が学生の興味を引きつ
けていることがわかる。 
 

 桐村教授が講義で目指していることの根底にあ
るのは「難しい内容をわかりやすく説明する」こと
だという。難しいことを難しく伝えることは容易だ
が、わかりやすく伝えるのは一番難しく、継続して
努力をしているそうだ。また、講義の骨格は「今後
10年で変化しないもの」で構成するようにも考えて
いる。 
  
 この分野では新しい研究結果が日々発表されて
いるが、大学の授業での講義は、原理や定説が基本、
という理念からだ。原理や定説は一見つまらないか
もしれないが、理解すれば世界観が変わることもあ
る、と桐村教授は語る。 
 

 「これは私の持論なのですが、授業が100の内容
だとしたら、実は新しいことは20程度しか入れられ
ないですね。わからないことを説明するような講義
だとほとんどの学生は何もわからなくて終わって
しまう。なので、80%ぐらいのことは知っているこ
と、20%ぐらいは全く新しいこと、と考えています。
私の講義は遅いかもしれないけれど、内容をよく理
解してくれれば、他の分野のことも理解できるよう
になるし、（学生たちが）わからなかったことをわ
かるようにする講義の展開、これを最重要視してい
ます」。 
 
 応用化学科では卒業論文が必須であり、学生たち
はいずれある種の専門家になっていく人材。 
 「卒業論文では、何らかの新しいことを書かなけ
ればならないわけですから、そういう意味では研究
というのは、他者が気付いていないことを理解する
ことから始まるのです。専門用語の理解にも通じる
ことですが、ソクラテスの『無知の知』と同様に、
他者が気付いていないことに気付くためには、自分
自身が気付いていないことを知ることから始めな
くてはならないですよね」。 
 
 身の周りにあるさまざまな現象を、化学の視点か
ら考える力を養ってほしいと桐村教授は願ってい
る。最近の衣料用洗剤には酵素が入っているのはな
ぜか。その酵素をなぜ大量に生産できるのか。食パ
ンにも数種類の酵素が使われている場合があるこ
とに気付いているか。身近な食品の原材料ラベルを
見るように、というのも常に学生たちに言っている
ことだ。 
 
 「そういった視点を常に持つことが大切なのです。
『知らないこと』を知り、化学の側面から酵素に関
する理解を深め、感心を寄せることで、『ヒトを含
めて生物とは何か？』という思考基盤を構築してい
けるはずです。その延長には、『自分とは何なのか？』
という問いもあるはずです」。 

難しいことをわかりやすく伝えるのが 
講義の醍醐味 
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